
グランプリ受賞の
保田勇晴さんの作品

本紙は再生紙を使用しています。

愛知県印刷工業組合
人に 社会に 想いを カタチに
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制を構築できるようになる。というものです。
DX は単なるデジタル化とは違うと認識しま

す。デジタル化とは、あくまで手段であり DX
は産業構造を改革することを目的としていま
す。すなわち、過去においてはメインの仕事に
対して設備投資をして生産性を改善していれ
ば、自社の収益が改善されると考えられてきま
したが、激変するマーケットへの対応が急務と
なっています。

印刷産業が未来永劫、成長発展するために
は、私たちの現在おこなっている仕事を大きく
変化させることであると信じております。こ
の DX-PLAT をいち早く導入し、全国の仲間
や業界関連企業とつながることが我々の目指す
道を照らしてくれるに違いないとも信じてやま
ないのです。「先行者リスク」とも考えられる、
この事業を将来の指針と捉え皆様と手を携え
て、力強く前進したいと考えています。

多くの皆様のご賛同を心よりお願いするとと
もに「あいち DX」へのご参加をお願いいたし
ます。お問い合わせは、愛印工組事務局、勝野
までご一報をお願いいたします。

コロナ禍を契機として、日常生活やビジネス
のおける価値観・行動に大きな変化が生じたこ
とで、多くの領域で自社の存在価値を改めて問
われる時代に突入しました。全日本印刷工業組
合連合会（全印工連　滝澤光正会長）は、ブラ
ンドスローガン「Happy Industry ～人々の暮
らしを彩り幸せを創る印刷産業～」を目指し、
令和版構造改善事業に着手しています。

その取り組みの中核を担う構想として「印刷
DX 推進プロジェクト」を立ち上げ、昨年度よ
り本格的な活動を開始しています。私は、その
委員会に愛印工組より出向させていただいてお
ります。この委員会で「あいち DX」のチーム
名のもと推進役を担っていく所存です。
「印刷 DX 推進プロジェクト」とは、全国の

組合員に参加を募り参加企業の協業による「生
産協調」を推し進めることで効率的な生産体制
を確立し、供給過剰による低収益構造から高収
益にシフトしていくことを支援するものです。
これにより参加企業はオープンプラットフォー
ムによる生産管理システムと受発注マッチング
システムを共有することでより効率的な生産体
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巻頭言
「印刷産業のDX戦略」
「あいちDX」へ参加のお願い  ―新たなチャレンジには、リスクが伴う―

副理事長　酒 井  良 輔
全印工連　DX推進プロジェクトチーム　メンバー
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愛知・岐阜・三重・石川・富山各県工組・愛印協主催
第12回「ポスターグランプリ」入賞・入選作品展／表彰式

最優秀賞グランプリに
保田勇晴さん（大同大学）
ギャラリーを飾った「縁」をテーマの作品

愛知県、岐阜県、三重県、石川県、富山県の各印刷工業組合と愛
知県印刷協同組合が主催する「第12回ポスターグランプリ」の入
賞・入選作品展が11月2日〜 7日の6日間にわたり、名古屋市栄の
愛知県美術館8階ギャラリー展示室において開催された。また、会
期中の3日には愛知芸術文化センターアートスペースAで表彰式
が行なわれ、最優秀賞グランプリの保田勇晴さんほか、優秀賞、特
別賞、協賛会社賞の皆さんに賞状、副賞が授与された。ただ今回の
表彰式は、コロナ感染症の影響を考慮し、例年のように受賞者に
審査委員から一人ひとり賞状を手渡すのではなく、各章の受賞者
を紹介する形で行なわれた。
第12回目を迎えた今回のポスターグランプリには、応募作品

総数388点（一般の部75点、大学・専門学校生の部216点、高校生
の部97点）の多くを数えた。ちなみに、各県の内訳は、愛知県216
点、岐阜県22店、三重県55点、石川県71点、富山県24点となっ
た。

審査委員（左から）：新家春二（新家デザイン室代表）、安藤誠
一郎（中部デザイン団体協議会会長）、鯉江康平（中部広告制
作協会理事長）、柳智賢（RYU…DESIGN代表）の各氏

初日から賑わいをみせる会場（上）
挨拶をする鳥原愛印工理事長（左）

□ポスターグランプリ表彰式

表彰式は高田華子岐阜県印刷工業組合常務理事が司会を
務め、冒頭、主催者を代表して挨拶に立った鳥原久資愛知県
印刷工業組合理事長（審査委員長）は、コロナ禍での開催に触
れ、「本来であれば、沢山の受賞者の方に出席していただき、
直接、審査員の方から賞状を手渡していただくはずであっ
た。しかし、コロナはほぼ収束したといえ、まだまだ密状態で
の開催は避けたいという状況であり、今回は受賞者の約半数
の方々の出席になった」と報告した上で、次のように総評し
た。
「今回のポスターグランプリは、『縁』というテーマで応募し

ていただいた。縁というたった一つの言葉でもいろいろな想
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記念撮影に収まる受賞者：右から、石川県知事賞の笹倉花歩、三重県知事賞の神谷安澄、中日新聞社賞の濱岸桃子、最優秀賞
グランプリの保田勇晴、愛知県知事賞の田中大輝、岐阜県知事賞の池田優の皆さん。左端は鳥原愛印工理事長

愛知県印刷工業組合理事長賞を受賞した
鮫島奈々実さんと鳥原理事長

グランプリを受賞した保田勇晴さん（右）と
鳥原理事長

いを伝えることができ、そして、多くのメッセージが出せる
と改めて感じている。ポスターグランプリは12回目を数え
るが、毎回、多くの作品が寄せられ、若い世代のデザインに対
する力強さを非常に心強く感じている。

グランプリに輝いた保田勇晴さんの作品は、『私、あなたに
逢えて本当によかった』というメッセージとともに、二つの
スニーカーがあり、それが大小になっていて、夫婦の縁を表
現したという非常に面白く、暖かな気持ちになる作品であ
る。ポスターは、いろいろな思いがあり、デザインされてい
く。ビジアルだけが先行してもよいデザインではないし、タ
イトル、キャッチフレーズが優れていても伝わりにくい。両
者が上手く融合することで伝わるメッセージがでてくる。い
ずれにしても受賞者の皆さんの今後の活躍を期待したい。社
会人の方は、お客様の思いを代弁して、お客様に喜んでいた
だけるようなメッセージ性のあるデザインの制作に務めてい
ただきたい。また、大学生、専門学校生、高校生の皆さんには、
デザインの世界で一つのご褒美をいただけたのであるから、
是非、この世界に入って、お客様に喜んでいただける、そんな

メッセージのある作品を作り出すような勉強し、楽しんでデ
ザインをしてください」とエールを送った。

なお、表彰式には審査委員として携わった、新家春二（㈱
新家デザイン室代表）、安藤誠一郎（中部デザイン団体協議
会会長）、鯉江康平（中部広告制作協会理事長）、柳智賢（RYU 
DESIGN代表）の各氏と各県工組の審査委員が出席した。

□ポスターグランプリ入賞・入選作品展

第12回を迎えたポスターグランプリ入賞・入選作品展は、
愛知県美術館8階ギャラリー展示室E・Fを利用し、最優秀賞、
優秀賞、特別賞、賛助会社賞、さらに入選作品合わせ134作品
が〝縁〟をテーマにギャラリーを飾った。6日間の会期中500
人を超える見学者があった。

なお、「入賞・入選作品展」の模様と、同作品を紹介した「入
賞・入選作品集」が、2022年1月下旬頃に発行され、関係者へ
の配布が予定されている。
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次回テーマは 『カタチ』

■グランプリ（最優秀賞）
中部経済産業局長賞
保田勇晴　大同大学

「夫婦の縁をコンセプトに靴を使い表現した。右側
に大きめの靴、左に少し小さめの靴を置くことで男
女を表現し、赤い紐で結ぶことで夫婦を表現した。
靴と紐で二人三脚を表し、夫婦の仲を表現した」

■グランプリ（最優秀賞）・中部経済産業局長賞　　
○保田勇晴（大同大学）
■優秀賞（6名）
○一般の部＝愛知県知事賞：田中大輝（㈱サクラアルカス）
○一般の部＝岐阜県知事賞：池田優（ヨツハシ㈱）
○大学生・専門学校生の部＝三重県知事賞：神谷安澄（専門

学校日本デザイナー芸術学院）
○大学生・専門学校生の部＝石川県知事賞：笹倉花歩（金沢

情報ITクリエイター専門学校）
○高校生の部＝富山県知事賞： 飯田結梨（富山県立富山北

部高等学校）
○高校生の部＝中日新聞社賞： 濱岸桃子（愛知県立愛知総

合工科高等学校）
■特別賞（12名）
○名古屋市長賞：菅菜奈子（広告デザイン専門学校）
○愛知県教育委員会賞：田中理彩（専門学校日本デザイナー

芸術学院）
○岐阜県教育委員会賞：久保田香（㈱コームラ）○三重県教

育委員会賞：七﨑咲蘭（三重県立飯野高等学校）
○名古屋市教育委員会賞：前田香波（専門学校日本デザイ

ナー芸術学院）
○中部デザイン団体協議会会長賞：岡田梨亜（専門学校日本

デザイナー芸術学院）
○中部広告制作協会賞：渡邉莉名（専門学校日本デザイナー

芸術学院）
○全日本印刷工業組合連合会会長賞：簗瀬由莉乃（新日本印

刷㈱）
○愛知県印刷工業組合理事長賞：鮫島奈々実（専門学校日本

デザイナー芸術学院）
○岐阜県印刷工業組合理事長賞：平塚久美子（トーヨー印刷

㈱）
○三重県印刷工業組合理事長賞：大西遥陽（三重県立松阪工

業高等学校）
○石川県印刷工業組合理事長賞：平井美佳（金沢学院大学）
○富山県印刷工業組合理事長賞：佐藤彩乃（朝日印刷㈱）
※賛助会社賞36名、入選者78名。

ポスターグランプリ最優秀賞、優秀賞受賞者と
作品（作品コンセプト）　　　　　 　 （敬称略）

【グランプリ・優秀賞・特別賞】（敬称略）
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田 中 大 輝
㈱サクラアルカス

「どんな出会いでも相手との向き合い方次
第で特別な関係になれる。であったきっ
かけよりも一つひとつ出会いを大切にし
て欲しいという意味を込めて制作しまし
た。風呂敷を使い『大切にする』という
表現を演出しました」

笹 倉 花 歩
金沢情報 IT クリエイター専門学校
「違う国にいて、どれだけ離れてい
ても縁で繋がっているというメッ
セージを込めてデザインしました。
運命の赤い糸をイメージして赤い色
を使い、丸目のフォントを使い親し
みやすさを意識しました」

池 田 　 優
ヨツハシ㈱

「私たちが人と出会い、コミュニケー
ションを取り合うことは生きていく
上で欠かせないことです。このこと
を生命維持に必要不可欠な血液を用
いて 1つの円にして表現しました」

飯 田 結 梨
富山県立富山北部高等学校

「この作品は、身の回りの縁をイメー
ジして描きました。家族、草花、動
物など、自分の身の回りで全てのこ
とが縁で成り立っていることに感謝
して、暮らしていきたいという願い
が込められています」

神 谷 安 澄
専門学校日本デザイナー芸術学院
「縁という繋がりを円の縁で表現し
ました。円の縁がそれぞれ重なり合
うときに、漢字の縁が見えてくるよ
うなポスターにしました」

濱 岸 桃 子
愛知県立愛知総合工科高等学校

「『縁から人の笑っている横顔へ』。
地球にあるたくさんの縁は、人同士
の繋がり、笑顔へと繋がっていきま
す。この世の中、人との関わり、笑
顔がもっと増えて欲しい。縁を大切
にして欲しいという願いを込めて制
作しました」

愛知県知事賞

石川県知事賞

岐阜県知事賞

富山県知事賞

三重県知事賞

中日新聞社賞
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20１8年に130周年を迎えました。

おかげさまで１30周年

全印工連

取引先へ理解を促す文書作成
印刷の主要資材の値上げで

印刷の主要資材であるインキ・刷版材料を供給している資
材メーカー各社が、原材料や物流コストの高騰を理由に、大
幅な値上げを相次いで発表。早いところでは9月出荷分から
価格改定を実施している。

こうした状況を重視した全日本印刷工業組合連合会（滝澤
光正会長）は、新型コロナウイルス感染症の影響で、厳しい経
営環境にある組合員企業の窮状に対応すべく、取引先に「印
刷物ご発注に関するお願い」と題した文書を作成し、全印工
連事務局から全国の理事長と47都道府県工組事務局に配信
した。同文書には、全印工連の滝沢会長と所属工組の理事長
名が明記され、組合員が企業名および代表者名、日付を記入
して利用する。文章は一般顧客向けと官公庁向けの2パター
ンが用意されている。

全印工連では、文書の使用にあたって、「①組合員に強制す
るものではない、②文書の配布を契機として、組合員間で協
調的行動をとった場合は、独占禁止法上問題になる」ことに
留意するよう呼び掛けている。一般顧客向け文書を掲載。

印刷物ご発注に関するお願い
拝啓　貴社ますますご清栄のこととお喜び申し上げま

す。
平素は、格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げ

ます。
さて、ご高承のとおり、印刷の主要資材でありますイ

ンキおよび刷版材料が、原材料コストおよび物流費の上
昇を理由として大幅に値上げされました。

私共印刷業界は、新型コロナウイルス感染症の影響
で、印刷物需要が減少して収益が悪化しておりますが、
お客様のご要望に応えるべく、従来にも増したコストダ
ウンにより価格の維持に努めてまいりました。しかしな
がら今回の資材の値上がり分のコスト吸収は、もはや限
界を超えるものとなりつつあります。

お客様各位におかれましても、新型コロナウイルス感
染症の影響により厳しい経営を強いられている中で、誠
に心苦しいところではありますが、これらの諸事情をご
賢察いただき、今後の印刷物ご発注に際しましては、格
別のご理解とご配慮を賜りますよう、よろしくお願い申
しあげます。

全印工連CSR認定「第36期ワンスター認定」の募集が開始
されている。
【募集期間】2021年11月1日〜 2022年1月31日まで。認

定登録は2022年3月の予定。
【申請書類】全印工連CSR認定応募申込書に必要事項を記入

し、全印工連あてにFAXで申し込む。応募申込書の到着後、申
請書類が送られてくるので、次の①〜⑤の申請書類を提出す
る。①CSR取り組み項目チェックリスト、②法令遵守宣誓書

（所定様式）、③納税証明書（税務署が交付した証明書）、④過
去3年の行政処分がないことの宣誓書（所定様式）、⑤添付書
類（CSR取り組み項目チェックリストで選択した項目を証明
する書類）。

【認定の概要】申請書類①〜⑤の提出後は、審査機関のCSR
＆サステナビリティセンターにおいて書類審査を行ない、外
部の有識者で構成する全印工連CSR認定委員会において審査
結果をもとに認定が行なわれる。認定取得後は2年ごとに更
新審査を行ない、上位認定であるツースター認定の取得もで
きる。さらに、ツースター認定取得後は最上位認定であるス
リースター認定の取得も可能。

認定企業は、全印工連CSR認定マークを名刺、会社案内、
ホームページなどに表示して、積極的にCSRに取り組んでい
る企業であることを社会にアピールできる。
【詳細については】
ホームページ　全印工連CSR　検索
※愛印工組での取得企業
●スリースター認定：新日本印刷㈱、●ツースター認定：

㈱マルワ、●ワンスター認定：木野瀬印刷㈱、半田中央印刷
㈱、豊橋合同印刷㈱、  ㈱愛知印刷工業、  ㈱荒川印刷、 大信印
刷㈱。

全印工連
第36期ワンスター認定募集中
募集期間2022年１月31日まで
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□愛知労働局からのお知らせ―――労働災害防止への取り組み

「職場の年末安全衛生推進運動」について
スローガン

「無災害 みんなで迎える　明るい新年」

□事業者の「基本」、労働者の「管理」
厚生労働省、都道府県労働局、労働基準監督署では、今年も

年末を控え、「令和3年度　職場の年末安全衛生推進運動」を
実施する。実施にあたり愛知労働局では運動の趣旨について
次のように述べている。
「愛知労働局管内の死亡または休業4日以上の労働災害（以

下、「死傷災害」という）は、長期的には減少傾向にあるが、平
成28年以降は増加傾向であり、令和2年は死傷災害7,461
人（平成28年比17.3％増）、死亡災害50人（平成28年度比
16.3％増）となっている。また、本年8月末現在における死
傷災害は4,496人（令和2年同期比12.7％増）、死亡災害17人

（令和2年同期比32.0％減）となっており、死亡災害は減少し
ているものの、死傷災害の増加に歯止めが掛からない状況と
なっている。

労働災害を防止するためには、現場や作業の実態と関わる
危なさを把握し、事業者が『基本』を決め、労働者が定められ
た基本動作を守る、日々の『管理』が必要である。

愛知労働局、管下労働基準監督署は、年末の慌ただしい時
期を迎えるにあたり、働く仲間が誰一人ケガをすることなく
明るい新年を迎えられるよう、本来の管理に今一度立ち戻る
ことを提唱し、『令和3年度 職場の年末安全衛生推進運動』を
実施する」。

●スローガン：「無災害 みんなで迎える 明るい新年」
●実施時期：令和3年12月1日〜令和3年12月31日
　
□事業場における実施事項
推進運動での事業者及び労働者の実施すべき事項。

【事業者の実施事項】
●現場や作業の実態と関わる危なさの把握●守るべき「基

本」を定め労働者への徹底を図る。
【労働者の実施事項】
●定められた基本動作の尊守。

【事業主の守るべき「基本」】
●整理整頓のための収納場所を決めているか●作業に応じ

た服装や保護具を決めているか●作業手順を決めているか
（臨機応変な対応を求めるのは「基本」を決めた上で）●安全な
通路を決めているか●階段に手すりを設置しているか●機械
の異常時に「止める・呼ぶ・待つ」と決めていても、どのボタン
で止めるのか教育しているか／誰をどのように呼ぶのか決め
ているか／どのように待つか決めているか●機械の掃除、注
油、修理、点検など手順を決めているか●予め作業計画を決
め、関係者に周知しているか。
【労働者の守るべき「基本動作」】
●整理整頓をする●決められた服装や保護具を身に付けて

作業する●決められた作業手順を守る●決められた通路を歩
く●階段では手すりを持つ●機械に異常があれば「止める、
呼ぶ、待つ」を励行する●機械の清掃、注油、点検では、機械を
停止する●作業計画を変更しなければならないときは判断を
仰ぐ。
【本来の「管理」を考える】
守るべき「基本」を決めるためには、現場や作業の実態と関

わる危なさを把握することが必要。危なさの度合いに応じて
対応を決め「基本」を定める。そして、「基本」を決め、守らせる
のは事業者の役割、定められた基本動作を守るのは労働者の
役割。労働者に任せた安全衛生「活動」から事業者の行なう安
全衛生「管理」へ。

愛知労働局・労働基準監督署は、本来の「管理」に立ち戻る
ことを提唱している。

※次ページに「職場の年末安全衛生管理点検表」を掲載。

「職場の年末安全衛生
推進運動」ポスター
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C4080広告【サイズ：（H）65×（W）170mm】

媒体名：あいちの印刷

〒460-0008  愛知県名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上しらかわビル11F   TEL.052-229-4624プロフェッショナルプリント事業部  西日本営業統括部  営業4部 https://www.konicaminolta.jp/pr/printlab

お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

事業再構築補助金
（中小企業等事業再構築促進事業）
第4次公募開始／締切日は12月21日

第4次の公募が始まる事業再構築補助金は、ポストコロナ、
ウイズコロナ時代の経済変化に対応するため、企業の思い
切った事業再構築を支援しようと設けられた支援策になりま
す。その事業内容は、新分野展開、業態転換、事業・業種転換、
事業再編成、そして今回も、最低賃金の影響を受ける事業者
向けに最低賃金枠が設けられており、これは緊急事態宣言特
別枠に比べて採択率において優遇されていますので、積極的
な活用を促しています。

●補助金額
［通常枠］中小企業、中堅企業ともに
　従業員20人以下：100万円〜 4,000万円
　従業員21人〜 50人：100万円〜 6,000万円
　従業員51人以上：100万円〜 8,000万円

［大規模賃金引上枠］中小企業、中堅企業とも
　従業員数101人以上：8,000万円超〜 1億円

［卒業枠］中小企業者
　6,000万円超〜 1億円

［グローバルV字回復枠］中堅企業
　8,000万円超〜 1億円

［緊急事態宣言枠］中小企業、中堅企業ともに
　従業員5人以下：100万円〜 500万円
　従業員6人〜 20人：100万円〜 1,000万円
　従業員21人以上：100万円〜 1,500万円

［最低賃金枠］中小企業、中堅企業ともに
　従業員数5人以下：100万円〜 500万円
　従業員数6人〜 20人：100万円〜 1,000万円
　従業員数21人以上：100万円〜 1,500万円
●補助率

［通常枠］中小企業2 ／ 3（6,000万円を超える部分1 ／ 2）、
中堅企業1 ／ 2（4,000万円を超える部分1 ／ 3）

［大規模賃金引上枠］中小企業2 ／ 3（6,000万円を超える
部分1 ／ 2）、中堅企業1 ／ 2（4,000万円を超える部分1 ／ 3）
［卒業枠］中小企業2 ／ 3
［グローバルV字回復枠］中堅企業1 ／ 2
［緊急事態宣言特別枠］中小企業3 ／ 4、中堅企業2 ／ 3
［最低賃金枠］中小企業3 ／ 4、中堅企業2 ／ 3
●補助対象要件（以下の①、②を満たす）
①2020年4月以降の連続する6か月のうち、任意の3か月

の合計売上高がコロナ以前（2019年または2020年1月〜 3
月）の同3か月の合計売上高と比較して、10％以上減少して
おり、2020年10月以降連続する6か月間のうち、任意の3か
月の合計売上高が、コロナ以前（2019年または2020年1月
〜 3月）の同3か月の合計売上高と比較して5％以上減少して
いること。②経済産業省が示す「事業再構築指針」に沿った3
〜 5年の事業計画書を認定経営革新等支援機構と共同で策定
する。

●公募期間
公募開始：令和3年10月28日／申請受付：令和3年11月中

旬予定／応募締め切り日：令和3年12月21日。
●申請方法・問い合わせ
詳細は下記ホームページで確認ください。
https://jigyou-saikouchiku.go.jp/
※システムの利用方法が分からない場合は、「事業再構築補

助金事務局　システムサポートセンター」まで
TEL：050-8881-6942
受付時間：平日9：00 〜 18：00（土、日、祝日を除く）
※公募要領などの内容の問い合わせは、「事業再構築補助金

事務局　コールセンター」まで
TEL＜ナビダイヤル＞0570-012-088
　　＜IP電話用＞03-4216-4080
受付時間：9：00 〜 18：00（日、祝日を除く）

事業再構築補助金事務局HP
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■愛知県知事表彰／全日本印刷工業組合連
合会会長・愛知県印刷工業組合理事長表彰

永年勤続優良従業員表彰を
受けた皆さん

令和3年度「永年勤続優良従業員」が行なわれ、同一事業所
において10年及び15年の長きにわたり勤務し、社業の発展
に貢献した皆さんが表彰されました。表彰日は11月1日各事
業所において行なわれました。

■愛知県知事表彰
【推薦理由】「同一事業所において、15年以上の長期にわ

たり連続勤務し、その間、品行方正にして優れた知識技能を
持って業務を遂行するとともに後輩の指導育成にあたるな
ど、企業の発展に著しく貢献するものとして事業主より推薦
され、かつ、表彰審査委員会において愛知県知事表彰にふさ
わしいと認められた者である」。
【東北支部】昭和印刷㈱：前津純子
【中支部】共生印刷㈱：山田武志
【名南支部】長苗印刷㈱：天野浩介、安藤広樹、恒松慶彦、西

尾達也、野田隆敬、岬山猛、若林克徳
【東南支部】㈱一誠社：岡本清秋、辻紳一郎、仲島裕、渡邊桂

樹
【知多支部】プリ・テック㈱：石川等、山口亘
【西三河支部】あいち印刷㈱：阿部征博、鈴木総志、長原賢治
■全日本印刷工業組合連合会会長・愛知県印刷工業組合理

事長表彰
【推薦理由】「同一事業所において、10年以上勤務し、技術

優秀、欠勤率僅少にして、その勤務態度は多従業員の模範で
あり、表彰に該当するものとして事業主より推薦され、かつ、
表彰審査委員会において全日本印刷工業組合連合会会長・愛
知県印刷工業組合理事長表彰に相応しいと認められた者であ
る」。
【中村支部】菱源㈱：横山明、鶴岡裕司／名鉄局印刷㈱：日下

和仁、小澤翔也

【中支部】共生印刷㈱：奥村厚太
【東南支部】㈱一誠社：伊波和樹、服部冬樹／新日本印刷㈱：

山下博美、佐々木智康、松本雄一郎、須藤祐生
【知多支部】プリ・テック㈱：菊池弘恵、岩崎ひとみ、前田貴

宏
【西三河支部】あいち印刷㈱：猪熊誠一、加藤陽一、牧昌志、

鈴木文華、三浦萌絵、川合光浩
【東三河支部】㈱豊橋印刷社：足立益章　　　（敬称略）　　

愛知県印刷工業組合では、令和4年新春印刷と関連
業界「新年互礼会」を下記のとおり開催いたします。な
お、今回は新型コロナウイルス感染予防対策のため
ソーシャルディスタンスを確保した設営をいたします
ので、恐縮ですが各社参加人数を制限させていただき
ます。ご理解のほどよろしくお願いいたします。

開催日時：令和4年1月12日（水）17時開会
会　　場：名古屋東急ホテル3階「ヴェルサイユの間」
名古屋市中区栄4-6-8　TEL052-251-2411
参加会費：1人20,000円（愛知県印刷工業組合員及

び賛助会員1人15,000円）
参加人数：愛知県印刷工業組合員及び賛助会員：1社

2名以内、上記以外の団体及び会社：1社1名
申込期日：12月15日（水）
※お願い：当日は、受付にて検温させていただき

37.5度以上の方にはご参加のご辞退をお願いいたし
ます。

また、新型コロナウイルス感染の拡大、緊急事態宣
言の発令などの状況によっては中止する場合もござい
ます。ご理解、ご了承いただきますようお願い申し上
げます。

愛知県印刷工業組合

印刷と関連業界「新年互礼会」
開催のご案内
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編 集 だ よ り

□第58回光文堂新春機材展開催

「Print Doors 2022」
1月26・27日／ポートメッセなごや

　全国の和紙産地の中で最大の規模を誇る
福井県越前市。同市は、越前和紙の産地で
あり、伝統的な紙すきはもちろん、透かし
漉き、機械漉き、その他揉み加工など、和
紙に表情を与える加工技術を持つ工房が軒
を連ねている。
　今回、この和紙にホットスタンプや UV
印刷などの技術を用い、新たに表情を加え
た貼り箱やトムソン箱などによる新しいパ
ッケージを提案する、越前和紙の里　紙の
文化博物館特別展「越前和紙で作ってみた
パッケージと雑貨展」が開催される。
　新しいパッケージをデザインしたのは関
西のデザイナーグループ pakection!（パ
ケクション！）。越前和紙パッケージに包
まれることで、中に入っている商品の価値
が高まるような、手にした人がワクワクす

　愛知県印刷工業組合はじめ岐阜・三重の
各県工組など、多くの印刷関連団体が後援
し、㈱光文堂が主催して開催する新春恒例
の総合印刷機材展「第 58 回光文堂新春機
材展　PrintDoors2022」が、2022 年 1
月 26・27 の両日、名古屋市国際展示場
ポートメッセなごや 3 号館において開催
される。
　印刷・情報産業の現在と未来を知ること
ができる 2 日間、「ロマンと効率　輝く企
業へ」をテーマに、印刷業界が抱えている

多種多様な課題を解決するソリューション
が提案される。特に、今後の経営基盤を確
立する参考になるとともに、将来へ向けて
の設備計画の方向付けの場として大きな期
待が寄せられている。また、恒例の印刷ビ
ジネス交流コーナー「コラボレーション展」
も併催され、情報交換に華が咲く。
　≪開催概要≫
　□会期：2022 年 1 月 26 日（水）、27
日（木）の 2 日間
　 □ 時 間：26 日 AM10:00 〜 PM5:00、
27 日 AM9:00 〜 PM5：00
　会場：名古屋市国際展示場ポートメッセ
なごや 3 号館、名古屋市港区金城ふ頭 2-2
　TEL052-398-1771
　□併催：コラボレーション展
　□併催：特別セミナー 

　≪後援団体≫
　愛知県印刷工業組合、岐阜県印刷工業組
合、三重県印刷工業組合、日本グラフィッ
クサービス工業会愛知県支部、愛知県製本
工業組合、中部グラフィックコミュニケー
ションズ工業組合、愛知県トムソン工業協
同組合、東海北陸シーリング印刷協同組合

　○会期・時間：2021 年 11 月 3 日〜
2022 年 1 月 10 日、AM9:30 〜 PM5:00
　○会場：越前和紙の里紙の文化博物館（毎
週火曜日、12 ／ 28 〜 1 ／ 4 休館）、
　 福 井 県 越 前 市 新 在 家 町 11-12　
TEL0778-42-0016
　○入館料：300 円

るような、贈る人の気持ちに添えるような
パッケージの数々が披露される。例えば、
越前クラフトビール手提げセット、水引／
包丁パッケージ、うるしだるまパッケージ、
越前漆器パッケージ、六角形ビス入れケー
ス、墨流し貼り箱、額縁風 BOX、縁起物干
支飾り、引き出し貼り箱、和紙巾着袋など。

　■ 2021 年も残りわずか。振り返ってみ
ますと〝コロナで開け、コロナで暮れた〟
との印象が強くありますが、今は下火のコ
ロナであっても、年が明けてから感染症が
広まりはしないだろうか心配です。〝虎年〟が
明るい年になることを祈りたいものです。

□特別展案内

越前和紙で作ってみた
パッケージと雑貨展

越前和紙の里　紙の文化博物館

越前和紙で作られた数々のパッケージ。和紙の新しい一面を知ることができる。

「PrintDoors2022」ポスター

No.601
令和3年12月10日発行
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− 15− 本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。



本社／名古屋本店／東京支店／大阪支店／福岡支店／
仙台支店／横浜支店／静岡支店／金沢支店／神戸支店／
広島支店／鹿児島支店／札幌営業所／青森営業所／浜松営業所

PRODUCTS


